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はじめに
テインセン政権のもとでようやく「民主化」に踏み切りつつあるミャンマー(ピルマ②)は、「未知の
国Jr閉ざされた国」から一躍世界の耳目を集める国に変貌を遂げようとしている。「最後のフロンティ
ア」として経済的に注目されるだけでなく、観光地としても脚光を裕びつつある。政府観光局のサイト
などでは、“GoldenLand"をキーとする宣伝が多く見受けられ(図1)、旅行社のパンフレットには、「黄
金の国Jr微笑みの仏教国Jr黄金のパゴダ③」などを謂うツアーが多く載せられている。
「黄金Jr仏教Jなどで象徴されるミャンマーのイメージはどのように形成されてきたのであろうか。
国民の多くが上座部仏教徒であるミヤンマ}の人々にとっては、それは自明のことであるかもしれない。
上座部仏教では仏典の一つでもある『島史Dipav町田』や『大史M油勧町田』に述べられているアショ
ーカ王による仏教宣布の話に登場する Suvannabhumi国(黄金の土地)こそが、ミャンマーであると信
じられてきた。そのような自画像がいつ形成されたのかは、今後の検討課題であるが、歴史のある時点
で、ミャンマーの仏教徒の多くは、ミャンマーが「黄金の土地」であると意識するようになったことは
間違いない (SawMra Aung 2011)。
そうした自画像が、他者の思い抱くイメージとしても共有されていくのは、いつのことであろうか。
また、共有されることによって、その自画像にも変化が見られたのであろうか。長い歴史の中で、それ
ぞれの時代の自画像と他者の意識、そしてそれらの相互作用について検討していくことが必要であるが、
ここでは、まず、比較的多くの史料が残されている近代に焦点を当てて考えていくことから着手してみ
たい。
本稿では、そのためのまず第一歩として、近世から近代への移行期にあたる 18世紀後半から 19世紀
前半の時期に、コンパウン朝ビルマ(1752・1885)と初めて深く関わるようになったイギリス人がどのよ
うなイメージを抱き、欧米諸国にも広がっていったのかを、公刊された旅行記、戦記に掲載された挿絵
を見ることによって、考えていきたし、。
ここで挿絵に注目するのは、イギリス人のビルマ像についての研究がこれまで主として文字史料の内
容の分析にもとづいて行われてきた@からであり、それに対して図像史料を用いることにより新たな視
①本繍で用いる「風景Jとは、 f民族の魂と祖国の美を鎗き出すく風無画>Jや、それぞれの時代の自然・社会の景観や
人身の生活風俗など具体的なものから、「心象風景Jや「時代精神の風景」といった内面の風景までを含む(土屋191参
照)用語として用いる。
②本稿では、主として18・19世紀のイギリス人が見た唱unna"について検討を加えるので、ミャンマーではなく歴史的名
辞として「ピルマJを用いることとする。
③仏繕。白い漆喰を施し、その上に信者の寄進した金箔を貼っているものも多い。
④こうした研究自体、さほど多くないが、宣教師の見たピルマについてのTrager1966、イギリス使節の見たコンパウン
朝宮廷についての坪内 1980、坪内1984など参照。
?
?
? ?
角を提供できると考えたからである⑤。図像史料としては、「印刷され」本の挿絵として使用されたもの
以外にも、当時描かれた絵画が多く存在するはずであるが、それらについての研究はほとんど進んでお
らず⑥、また、ピルマ像がいかに形成され人口に檎突していったかを検討する本稿の目的からはやや外
れる史料でもあるので、ここでは、より広く読まれ人々のイメージ形成に大きな役割を果たしたであろ
う本の挿絵に注目してみたい。
また、 19世紀半ば以降には、 Thelllustrated London News (1842年5月 14日26，000部で創刊、 1年後
には6万部、 1850年代には20万部)やTheGraphic ( 1869年 12月4日創刊)などの絵入り新聞が発行
され、それまでの旅行記や戦記とは異なる形で、ピルマ像の形成に大きな役割を果たした。さらに 19
世紀末に近づくと、写真図版も掲載されるようになり、挿絵とは異なる性格の図像史料が登場してくる
ので、本稿では、検討の時期を 19世紀前半までに限定することとする。
， .イギリス人使節の見たピルマ
インドに進出していたイギリス東インド会社がまだほとんどピルマと接触を持っていなかった 18世
紀前半におけるピルマ像はし、かなるものであったろうか。インド、東南アジアへの航海の経験があり、
歴史学者、地理学者として有名な百lomasSalmon (1679-1767)の世界地理書を見てみたい。サ/レモンの『現
代の歴史』は、 1727年に出版されるや何度も版を重ねただけでなく、すぐに、オランダ語、イタリア語、
ドイツ語などに翻訳され、ヨーロッパに広がっていった (SaJmon1727; Salmon (van Gωh) 1729・1820;Salmon 
1738 (1734); SaJmon (van Goch) 1735・1736)。当時、ヨーロッパがいかに世界の情報を求めていたかがわか
る。
本書には以下のような3点の銅版画が附せられている⑦。
Salmon 1738 (1734)ーoIV 14: Rato d'una Sposa Pegt即 18fatto也 unPortoghese (ポルトガル人による
ベグー人花嫁の強奪)(図2)
Salmon 1738 (1734)_ IV 022: Tempio di Ki紘iak，ed iImodo nel quale va vestito iI Popolo del Pegu 
(Kiakiakの寺院とベグ一人@とその服装) (図3)
Salmon 1738 (1734)_ IV 042: 1 modo nel quale Si vestono gli abitanti di Arakan (アラカン人とその服
装) (図4)
挿絵の前後の本文の記述、挿絵自体の題材から見て明らかなように、ここで示されているのは、同時代
のビルマの情報というより、「交易の時代J(15・17世紀)に栄えたビノレマ西海岸アラカンのムラウウー
⑤大航海時代(16-17世紀)のヨーロッパのアジア記述を分析した大著Lach1965・1993では、図像史料も一部利用されて
いる。ピルマについては、19世紀末-20世紀初頭の時期についての研究になるが、図像、写真史料なども用いたKeck2004
が参考になる。
⑤イギリス人が描いたインドについては、Archer& Lightbown 1982、絵画の目録については、Arch釘(Kattenhom)1969・1994
があり、ピルマを描いた絵画も若干紹介されている。また、イギリスの影響を受けて織かれたインドの人身によるインド
の絵画については、Arch釘 1992参照。
⑦図版については、筆者の手もとにあるイタリア語版第2版を使用した。これらが英鯖版のものと閉じであるかは確認
できていない。
⑧ 18、19世紀のイギリスなどの西洋諸国のミヤンマーに対する呼称は、 Bunnah，Binnaなど今日のBunnaにつながるも
のだけでなく、コンパウン朝の都が置かれた Ava(Inwa)や 15・16世紀前半に栄えたタウング一朝の都が置かれたPeguを用
いることも多かった。
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王国、南海岸に位置し貿易で繁栄したベグー王国、第1次タウングー王国時代についての、大航海時代
の16-17世紀のヨーロッパで流通していた情報に依拠している可能性が高"，$。
後に見る 18世紀後半以降の挿絵と比べても、人物像の相貌、体躯はヨーロッパ風であるし、その服
装も本来のものとは異なり、どちらかと言えば西洋風となっている。図2の象や高床式の住居はそれほ
どではないが、後に多く描かれる仏塔は、単純な円錐形になっているし、本来内部空間を持たない建造
物であるにもかかわらず、そこから人が出てくる様子が描かれるなど、少し正確さを欠いている。
18世紀後半になると、インドにおける英仏抗争の激化にともなって、ベンガル湾の海上覇権を獲得す
るためにピルマの海岸部は、イギリスにとって戦略的に非常に重要な位置を占めるようになる。さらに
コンパウン朝ピルマが勢力を西に拡大してし、くなかで、様々な紛争の種が生じた結果、イギリス東イン
ド会社はたびたび使節をピルマの宮廷に派遣し@、それにともなってピルマに関する情報は飛躍的に増
えていくことになる。
そうした情報は、フランスとの敵対関係の中では秘密性が重要視され、東インド会社もしくはイギリ
ス本国政府の中にのみとどまっていたが、後に記録の一部は公刊され、それが版を重ね、また、他の国
の言語に翻訳されていくことによって、ピルマに関するイメージがヨーロッパの中で共有されていった
ものと恩われる。
ただ、当初は文章のみによる情報が主であり、それ以外では、おそらく最も重視されたであろう地図
情報が図像として附されるのみであった。それは、ピルマに限らず東南アジアの様々な情報を盛り込ん
だDalrymple1808 (1791・1797)@、出版後すぐにドイツ語、フランス語に翻訳されたことから他に類審が
なく重要視されたことがわかる Hunter1785⑫、東洋学者としても有名なフランクリンによる Franck1in
1811@などを見ても明らかである。それらは、東インド会社の社員、雇員としての経験を踏まえて、貴
重な情報を提供してくれているが、詳細な地図が附されることはあっても、ピルマについて具体的な図
像を提供しているわけではない。
それに対して、これらの刊行物や東インド会社内の記録文書を渉猟し、コンパウン朝宮廷との具体的
な交渉に臨んだサイムズMichaelSymes (1761-1809)は、交渉についての報告にとどまらず、彼自身の体
験に基づいた詳細な情報を提供しているだけでなく、以下のように大量の図版をその旅行記に載せてい
る (Symes1969 (1800))。したがって、その旅行記は、イギリスで版を重ねただけでなく、フランス、ド
イツ語、オランダ語、スウエ}デン語、イタリ ア語にも翻訳され (S戸田s(Cωtera) 2002 (1800); Symes 
(Hager) 1801; Symes 1800-1804; Symes (Odmann) 1805; S戸nes(C紅ozzi)1832 (1819))、そこで示されたコン
パウン朝の情報は、広くヨーロッパに行き渡ったものと恩われる。
Symes 1969 (1800)_186: Sh佃 mad∞，the great Temple at Pe伊，叩dthe Ground Plan (図5)
⑨これら図版が何に依拠したものであるのかは、今後の媒題としたい。
⑮ 18世紀後半から 19世紀前半における両国の関係については、渡辺2∞3;W，叩dman1962; Ramachandra 1977など参照。
⑪イギリス東インド会社の書配としてマドラスに駐在し東インド、中国との貿易の拡張に尽力し、後にイギリス海軍の
水路局長官として活隠したA1exanderDalrymple (1737・1808)による、東南アジア、中国への旅行記集成。
⑫ 1781年より 1812年まで東インド会社の医務官としてインド~東南アジア各地で活蹟したWiliamHunter (1755・1812)は、
1782・1783の体験をもとに本書を完成出版したが、持軍絵はもとより地図も含まれていない。
⑬Wiliam Francklin (1763-1839)は、 1782年より 1825年まで東インド会社の士宮としてインド各地で勤務、東洋学者と
しても名声をはせ、勤務で訪れた各地の状況をまとめて多くの著書を出版している。
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Symes 1969 (1800)_210:A貼油細川Priest(図6)
Symes 1969 (1800)ー248:Impression ofthe F∞t ofGaudma 
Symes 1969 (18oo)_298: Irnage ofBoodh at Gaya in Bengal 
Symes 1969 (18∞)_308: A Woongee， or Member of the Chief Council， and his Wife， in白eirDress of 
Ceremony (図7)
Symes 1969 (18oo)_310: An Attawonn and his Wife，叩da Seredogee， or Secretary，旬出eirDress of 
Ceremony 
Symes 1969 (1800)_312: A Woondock釦 dhis Wife， intheir Dress of Ceremony 
Symes 1969 (1800)_316: A Birman Peasant and his Wife (図的
Symes 1969 (18oo)_318: A Cassay Horseman 
Symes 1969 (1800)_346: M拙叫ofcatching wild El叩hanωinAva(図的
Symes 1969 (18oo)_348: Image ofthe Birm叩 Gaudrnain a Temple at Ummerapoora (図 10)
Symes 1969(18∞')_388: A IGoum. or Monastery (図11)
Symes 1969 (18oo)_ 414: View ofthe Imperial Court at Ummerap∞ra， and the Ceremony of In汀oduction
(図 12)
Symes 1969 (1800)_424: Sho句aWldog民 orRoya1 golden Boat (図 13)
Symes 1969 (18∞)_ 428: A Birman War-boat 
S戸nes1969 (18oo)_ 446: A Man and Woman of the Tribe of Mountaineers cal1ed Ka卯(図 14)
これらの図版以外に、地図2点、ピルマ文字の表、植物標本の図版8点が附されていて、掲載点数は
従来の刊行物よりもかなり増加し、その内容も多岐にわたっている。交渉の当事者であったコンパウン
朝政府の高官たちの服装(図7など)やアヴァから移転直後の都アマラープラの宮殿(図 12)や僧院(図
11)、王の御座船(図 13)などが描かれるのは当然としても、それ以外に、一般の人々(図 8)や少数
民族(図 14)の風俗も紹介されている。その中でも特に目につくのが、ベグーのシュエーモードー・パ
ゴダ(図 5)などの仏塔や都の寺院、仏像(図 10)や仏足石、僧侶(図 6)などの仏教関係の図像であ
る。
後の使節目記のお手本と称される (Herbert1991: 56日57) この旅行記が、突如として大量の図版を掲載
した理由は、詳しく検討する必要があるが、当時の東インド会社が置かれていた立場(会社の特許法更
新を含めた存続意義が問われ始めた時期)と深く関係している可能性が高い⑪。 1795年のサイムズ使節
には、地図測量の専門家や縞物学者ハミルトン(Prain1905)、会社の御用絵師であるべンガル人の S泊gey
Beyなども同行し、ピルマの情報を収集、記録しており、その成果の一部がこの旅行記に反映されてい
ることは間違いないし、その時点でのピルマに関する情報の集大成が刊行されたといっても過言ではな
し、。
したがって、その後何度か派遣された使節については、サイムズの2度目の派遣も含めて、旅行記が
⑬これより少し以前の 1792・93年に中国に派遣されたマカートニー使節の日記が、 1797年に刊行され、その後も版を重
ねていることとも関連するのかもしれない (Staunton1797)。
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刊行されることはなく、また、刊行されたとしても、図版の数も少なく、その図像の内容もサイムズの
旅行記の構成にならう形となっている。
サイムズの交渉により海港ラングーンでの駐在を認められた CaptainHiram Cox (1760・1799)の残した旅
行記は、その直後ではなく、後に起こる第1次イギリス=ピルマ戦争(1824・1826)の直前に刊行されて
いるが (Cox1821: Cox 1822; Cox 1825)、そこに附される図版は、
Cox 1821_000: A W.∞nghee or First Minister's Wife in her Hackery with Female Slave Attendants (図15)
Cox 1821_014: ChiefSereedoghee (書記官長)(図 16)
Cox 1821_256: A Tr∞阿(図 17)
Cox 1821 304:ALooωSeree (大臣会議書記)
Cox 1821 308:AN依han(伝奏官)
となっており、戦争後に派遣されたJohnCrawfurd (1783・1868)の旅行記には、
Crawfurd 1834 2nd vo11_ 000: The White Elephan伊(図 18)
Craw吋負釦伽JI'd1834 2n凶E叫dv，刊011一川.
Crawft釦1'吋d1目8342nd vol1_一_319駅:Prof白ile0ぱfaM佃 ∞v刊er隠edw叫itl白lh必岱r.--PO 町aitof a Woman ofthe Kyen Tribe 
Crawfurd 1834 2nd voll_323: Shwe-Maong， a Native ofLao. --Infant Child ofShwe-Maong 
Craw白rd1829 _228 (Crawfurd 1834 2nd vol1_393): Image of Gautama on his Throne， from a Temple at 
Sgaing (図 20)
Crawfurd 1834 2nd vo12 _ (削:lmage in Gold with precio凶 stones，taken合omthe Great Pagoda at Rangoon， 
and imagined to r'叩resent由eBurman Conqu町orAlompra(図21)
Crawfurd 1834 2nd voI2_00Ivignettes: A B凶manCha戸1，or Zayat (図22)
Crawfurd 1834 2nd vo12 _ 058v: A Modem Bunnese Temple at Sagaing (図 23)
Crawfurd 1834 2nd voI2_319v: Household Temple in Silver wi白anlmage ofBudd・ha(図24)
とやや多くの図版と使節の途次に収集された化石の図版 5点が附されている (Cra叫凶 1829;Cra油凶
1834)が、その内容構成に大きな変化は見られない。
すなわち、使節の性格上、交渉相手の政府(王や高官たち)にかかわる図像(図 15-17など)を載せ
るのは当然だが、それに加えて、ピルマを象徴するものとして仏教に関わる様々な建物、仏像、僧侶な
どの図像(図 19-24など)が多く載せられている。ただ、仏塔を rtempleJとするなど、必ずしも正し
い情報を伝えてはいない部分もいくつか見られる。かと思うと、織かれる人物の顔立ちが、サイムズの
段階では少なくとも東南アジア的ではない容貌であったものが、コックス以降は、アジア的な風貌を持
つ人物に変わっているなど、情報量の蓄積をうかがわせるような変化も見られる。
それでは、ピルマに関する情報が飛躍的に増えたであろう、第1次イギリス=ピルマ戦争 (1824・26)
後のイギリスにおけるビルマのイメージは、大きく変わっていったのであろうか、次に見ていきたい。
⑬自象はピルマに限らず、東南アジアでは王繕のシンボルとして用いられ、自象の発見、捕獲は吉兆であり、多くの白
象を所有することが偉大な主の資質とされる (Sunait1990;土佐2014参照)。
?
?? 。
2.職配のなかのピルマ
東インド会社が行う戦争そのものに反対論も少なからず存在したイギリスでは、戦後に議会で様々な
検証が行われただけでなく、戦争の正当性を植うもの (Stewart1826; Wilson (comp. & ed.) 1827; White 1827) 
や、戦争に参加した兵士自身による戦記(Snodgrass1827; Trant 1827; Havel∞k 1828; Hof1and 1828; Marshall 
1830)がロンドン、インドなどで刊行された。その中には、戦闘の様子などを描く挿絵の図版が伴って
いるものもいくつか見られる。また、戦争の際に描かれたスケッチを銅版画にし、それらを何枚かにま
とめた、現在で言うところの大判の「写真集J的なものも出版されたようである (M∞re1825・1826;
Kershaw 1831; C∞ler 1977) lSi。
以下にその主なものを見ていき、それらが提供する図像がどのようなイメージの形成につながってい
ったのか、検討を加えていきたい。
すべての戦記に挿絵が附せられているわけではないが、 Snodgrass1827、Trant1827に以下のような挿
絵が附されている。
Snodgrass 1827_PlOO1: Mee仙沼oftheBritish and Bunnese Commissioners at Neoun-Ben-Zeik; Principal 
Figure，百eKee-Wongee (図25)
Snodgrass 1827_PJ002: Band∞la's Look-out Tree at Don∞hew一MountingFour Guns (図26)
Trant 1827 0∞: South Eastem Comer of the Stockade at Mell∞n (図27)
Snodgr百ss1827の挿絵は、戦闘の様子というより、敵将の様子を描いたもので、基本的には、旅行記で
描かれていた交渉相手の図像と大きくは異ならない。これに対して、 Trant1827の挿絵は相手側の防柵
を攻掌する戦争画であるが、そこにピルマ側を象徴するような形でいくつものパゴダが描かれている。
パゴダを描いて、ピルマとの戦闘、ピ、ルマ各地の風景を浮き上がらせるという形は、以下のM∞re1825、
Kershaw 1830などの「戦争画Jに、より鮮明に見て取れる。
Cooler 1977_PI.Ol (M∞re 1825_0I): The Har凶urof Port ComwalJis， Island of Great An伽man，with the 
Fleetge凶ngunder Weigh for R叩 g∞n.σ'.Hunt; 1825.10.1) 
C∞ler 1977 _ PI.02 (M∞re 1825 _ 02): View ofthe Landing at Rang'∞n ofPart ofthe Combined Forces合'Om
BengaJ and Madras， under the orders of Sir A印刷baldCampbell， K.C.B. on 1血May1824. (H. Pyall; 
1825.10.1) 
Cooler 1977 _P1.07 (M∞re 1825_03): The Principle approachωthe Great Dagon Pag吋aatRang∞n.作
Fielding; 1825.1.9) (図28)
Cooler 1977]1.06 (M∞re 1825_04): View ofthe Great Dagon Pagoda at Rang∞n and scenery adjacent to 
the Westward of出eGreat Road. (H. Pyal; 1825.11.9) (図29)
C∞1釘 1977]1.09例∞re1825_05): Scene叩onthe Terrace of白eGreat Dagon Pagoda at Rangoonl 
Looking towards the north. (T. Hunt; 1825.10.1) (図30)
Cooler 1977_P1.l7 (M∞re 1825_06): The Attack upon白eStockades near Rang∞n by Sir Archibald 
Campbell， K.C.B. on白e28出ofMay1824. (T. Hunt; 1825.11.9) 
⑮これらの「戦争画集Jがどの程度流通していたのか、購買者層はどのような人々であったのか、いわゆる戦記などと
比べてイメージ形成にどの程度の影響力があったのかなどについては、未解明で、今後の課題としたい。
??? ?
Cooler 1977 _P1.11 (Moore 1825 _ 07):百四Gold Temple ofthe principal Idol Gaudma， taken企omits Fronν 
being the Eastem Face ofthe Great Dagon Pagoda at Rang∞n. (T. Hunt; 1825.1 0.1) (図31)
C∞ler 1977_P1.12 (M∞問 1825_08):Inside View of官時GoldTemple on the Terrace of the Great Dagon 
Pagoda at Rang∞n. (T. Hunt; 1825.11.9) 
Cooler 1977_P1.I4 (M∞re 1825_09): Scene from the UPI即 Terraceof the Great Dagon Pagoda at 
Rang∞n， tothe South East. (H. Pyall; 1826.1.) (図32)
C∞ler 1977_PI.I8 (M∞re 1825 _1 0): The Storming of the Lesser Stockades at Kemmendine near Rangoon 
on the 10白ofJune1824. (T.Hunt; 1826.1.2) 
C∞ler 1977 _ PI.l6 (M∞陀1825_11):Viewofthe Lake佃 dpart of the Eastem Road企omRang∞n， taken 
合omadvance of the 7血MadrasNative Infan句・(H.Pyal; 1825.11.9) (図33)
C∞ler 1977_P1.19 (Moore 1825_12): Rangoonl The Position ofpart ofthe Army previous to attacking the 
Stockades on the伊 ofJuly 1824. (T.Hunt; 1825.10.1) 
Cooler 1977_P1.l5 (M∞>re 1825_13): Scene upon the Eastem Road合omRang∞n looking towards the 
South.(T.Hunt; 1825.11.9) (図34)
C∞1町 1977_PI.IO(M∞>re1825 _14): Scene upon the Terrace of the Great Dagon Pagoda at Rang∞n， taken 
near the Great Bel. (T. Hunt; 1826.1.2) (図35)
Cooler 1 977_P1.20 (Moore 1 825_1 5): The Storming ofone ofthe p白lcipalStockades on its insidel on the 
8白ofJuly1824. (T. Hunt; 1825.10.1) 
Cooler 1977 _PI.04 (Moore 1825 _16): View of the Great Dagon Pago也 andadja回nt[sic] Scenery on出e
Eastem Road from R佃 g∞n.(T. Fielding; 1825.11.9) (図36)
Cooler 1977_P1.22 (Moore 1 825_17):ηlC: Conflagr前ionof Dalla， on the Rangoon River. (T. Hunt; 
1826.1.2) (図37)
Cooler 1977_P1.21 (Moore 1825_18): The Attack upon the Stωkades at Pagoda Point， on the Rangoon 
町veむbySir Archibald Campbell， K.C.B. 8出July1824. (Reeve J町~; 1826.1.2) (図38)
C∞l町 1977_P1.03(Kershaw 1 830_01): Rang∞n from the Anchorage (図39)
Cooler 1977_P1.l3 (Kershaw 1830_02): View合omBrigr. McCregh's Pagoda， Rangoon (図40)
Cooler 1977 _P1.05 (Kershaw 1830 _ 03): Dagon Pag似la，ne釘Rang∞n，taken企omthe Lines of His 
M司jesty's13出佃d38曲Regts(図41)
C∞ler 1977_P1.08 (Kershaw 1830一例):DagonPag吋a，near Rangoon 
Cooler 1977_P1.25 (Kershaw 1830_05): Prome仕omthe South heights (図42)
Cooler 1977 _P1.24 (Kershaw 1830 _ 06): North Face of the Great Pago也，Prome(図43)
C∞ler 1977 _P1.26 (Kershaw 1830_07): View from the West Face ofthe Great Pagoda， Prome 
Cooler 1977_P1.23 (Kershaw 1 830_08): Prome企omthe heights OCCl司piedby His M司jesty'sI3曲 Light
Infan町(図44)
Cooler 1 977_P1.27 (Kershaw 1 830_09): Melloon 企omthe British Position (図45)
? ??
?
Cooler 1977_P1.28 (Kershaw 1830_10): Pagahm-Mew (図46)
これらの図像を見てみると、ラングーンの町の象徴とも言える‘ンュエーダゴン・パゴダ(図 28-31、
34-36、41)やプローム(ピィー)のシュエーサンドー・パゴダ(図43、44)が中心的に描かれるのは当
然として、ラングーン(図 32、33、39、40)やダラ(図 37、38)、プローム(図 42、44)、ミールーン
(図45)、パガン(図46)などの町がパゴダと一体化した「風景」として描かれる様が明陳に見て取れ
る。
こうしたピルマとパゴダ、仏繕の結びつきは、その後の旅行記などの挿絵では、どのように受け継が
れていくのであろうか、次に 19世紀前半に刊行されるようになった、宣教師の記録、旅行記などを見
ていくこととしたい。
3.宣教師の見たピルマ
19世紀に入ると、アジアにおけるキリスト教伝道の動きは、各地における植民地拡大の動きに連動す
る形で、特にプロテスタント系もしくは聖公会系の各会派の活発な活動によって大きく発展してし、く。
ピルマもその例外ではなく、特にパプテストやメソジスト系の伝道師が多く訪れ、信者を拡大していっ
た。その過程で、より多くの寄付を集め活動を維持拡大していくためにも、布教の様子をより多くの人々
に伝えることが必要であった。そのため、雑誌でその活動を報告するだけでなく、多くの旅行記、活動
記録が出版されるようになる。
そうした出版を通じた宣伝活動は、 19世紀後半から 20世紀前半にかけて活発になっていくが、 19世
紀前半にも、その鴨矢ともいえるいくつかの旅行記や活動報告が出版されている。
その代表的なものが、ジャドソン (AdoniramJudson: 1788・1850;1813年よりピルマで活動)とパプテ
スト教会の活動記録である。しかしながら、Judson，Ann 1823、Knowles1830(4出ed.--1829)、Wayland1853 
などのジャドソン夫妻の活動記録には、挿絵は含まれていない⑪。
そうした中で、注目に値するのが、ピ、ルマのみならず、東南アジア各地を回り、パプテスト派の活動
を記録したHowardMalcom (1799・1879)の旅行記である。この旅行記は、アメリカのみならず、イギリス
でも版を重ね、幅広い読者層を有しており、欧米におけるビ、ルマ像の形成に重要な役割を果たしたと思
われる (Ma1colm1839; Malcolm 1853 (10世1American ed. 1839))。そこでは、文中の小さな挿絵も含めて、
以下のような大量の挿絵が附されている⑪。
Malcom 1853 (1839)_000: View ofTavoy (図47)
Malcom 1853 (1839)_036v: The Grave of恥1rs.Judson 
Malcom 1853 (1839).ー046:View ofMergui (図48)
Malcom 1853 (1839)_05Ov: Boardman's Tomb 
Malcom 1853 (1839)_ 061: View of Maulmain (図49)
Malcom 1853 (1839)_065:附加tingOffice at Maulmain 
⑪ 1783年から 1808年までピルマで活動したカトリ ック神父Sangermano(1758・1819)が体験収集したピルマに関する諸情
報をまとめた原稿が英語釈され神父の死後に出版された (Sangermano1969 (5th伺.，183) が、 そこにも、帰絵は附され
ていない。
⑬ピ/レマ以外の挿絵については、ここでは省略する。
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Malcom 1853 (1839)一価6v:Mr. Judson's House (図 50)
Malcom 1853 (1839)_075v: Ascending the Irawaddy (図51)
Malcom 1853 (1839)ー086v:BぽmanOxCart
Malcom 1853 (1839)ーO拘v:Burman Gentleman's Carriage (図 52)
Malcom 1853 (1839)ー101:View ofSagaing (園田)
Malcom 1853 (1839)一102v:Burman king's Boat 
Malcom 1853 (1839)一108v:A Statue， such as伊 rdthe Gate ofBurman Temples -Warder， orBalu (図54)
Malcom 1853 (1839)ー118v:New Pagoda at Ava (図55)
Malcom 1853 (1839)一127v:Jack-Tree and Fruit (図56)
Malcom 1853 (1839)ー128v:Mango 
Malcom 1853 (1839)ー129v:百四Plantain-Tree 
Malcom 1853 (1839)ー134v:Stand for Eating 
Malcom 1853 (1839)_135av: Burman Shoe 
Malcom 1853 (1839)一135bv:Burman Lady (図57)
Malcom 1853 (1839)ー138v:Spitt∞n 
Malcom 1853 (1839)一139v:Burman Gentleman and Followers (図 58)
Malcom 1853 (1839)ー155av:Bea也19白eGong
Malcom 1853 (1839)ー155bv:Drums 
Malcom 1853 (1839)_l56v: B山rnanLamp 
Malcom 1853 (1839)一157v:Assaying Silver (図59)
Malcom 1853 (1839)_158v: Cleaning Cotton (図60)
Malcom 1853 (1839)_l79v: Irigating a Rice Field (図 61)
Malcom 1853 (1839)_l83v: Gaudama (図62)
Malcom 1853 (1839)一193v:B町manZayat (図63)
Malcom 1853 (1839)_194v: Burman Lion 
Malcom 1853 (1839)_l95v: S甘eamer
Malcom 1853 (1839)一196v:Gaudama's Foot 
Malcom 1853 (1839)_201v: Priest Walking out 
Malcom 1853 (1839)_203v: Priest Preaching 
Malcom 1853 (1839)_209v: Bur叫ngPongh田(図64)
ここに描かれる各都市の景観 (図47-49、53)は、 一見してわかるとおり、パゴダがピルマの「風景J
の一部として描かれており、ビルマとパゴダが表裏一体のものとなっている。また、 仏像や僧侶など仏
教に関わる図像が各処に盛り込まれている(図 55、62--64など)点についても、それまでの使節日記の
図像構成から大きくかけ離れているわけではない。
しかしその他の挿絵には、キリスト教伝道活動に関わるもの(図 50など)を別にすると、ピノレマの
?
人々の生活に関わる道具類や生業の様子が簡略な図像ではあるが描かれている(図51、52、56-61など)
点が、注目に値する。物珍しい風俗や服装の紹介というより、当地の生活に密着した宣教師の経験に根
ざした形での、ピルマの生活風俗⑬が紹介されていると考えていいだろう。
結びにかえて
以上、 18世紀後半から 19世紀前半に出版された審物の様々な挿絵について検討を加えてきたが、時
期が新しくなるにつれてビルマについての情報が蓄積され、その結果「絵Jも「キャプションJもより
正確さを増していくことは間違いないし、挿絵が附される書物の性格に応じて、その内容にもある種の
傾向が見られたことも明らかlこなった。
すなわち、 18世紀末から 19世紀前半の使節目記や戦記においては、その交渉、交戦相手についての
図像が多く含まれ、戦記には当然のことながら戦闘の場面が描かれ、宣教師の活動記録には、キリスト
教伝道の足跡が措かれる。
そうした中で、ほぼすべての著書物において、仏教と関連する図像が単独で描かれていることが、注目
される。さらに特筆に値するのは、なんども述べてきたことであるが、単独の図像ではなく、ビルマを
イメージするある種の「風景jとして、パゴダ、仏塔の図像を埋め込むような描写が、1820年代以降に
生まれ、定着していくことである。
こうした fパゴダの風景Jが、絵入り新聞や写真の登場によって、どのように受け継がれ、また、変
化していくのか、そこに f黄金j というイメージが付加されていくのは、いつ、どのようなことが契機
になったのであろうか、また、 19世紀末から 20世紀前半にかけて大量に出版される旅行記や遊記にお
いて、 f仏教Jはどのように位置づけられているのかなどが、次の課題になる。
また、「はじめにJで述べたように、イギリスやヨーロッパの人々のイメージが、ビルマ人の自画像
にどのようにフィードパックしていくのか、イギリスの植民地期におけるピルマの人々の意識を図像的
に探っていくことが必要になる。後考を期したい。
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